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近代東京北郊地域における都市化に関する研究 
–軍事都市としての視点から– 
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Focusing on the present day Kitaku area of Tokyo, this northern suburb was, up until the end of the 
Edo Period, composed of simple farming villages. Early on in the modern period, this area was 
urbanized, transformed by the construction of dangerous war plants etc. With this in mind, focused on 
modern Tokyo’s northern suburbs, research from the perspective of the military city; “military 
city/Tokyo” and the “urbanization of Tokyo’s suburbs” occupies a place of great importance.  
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１．研究背景・目的 
現在の北区を中心とする北郊地域は、近代早期から砲
兵工廠を中心とした軍事工場の集積した特徴的地域であ
った。現在は軍事施設の建造物は殆ど取り壊され、多く
が他の用途に変容しているものの、大規模な敷地などは
継承され近代に起こった軍都化の色合いを濃く持ってい
る。よって東京郊外の都市化を考える上で、北郊地域を
軍都しての視点から扱う研究は重要な位置づけとなる。 
本研究の目的は、以下の３点を明らかにすることであ
る。 
① 北郊地域が軍用地として選定されていった理由 
② 軍事施設の配置等、軍事側の施設計画上の意図 
③ ③庶民空間と軍事空間の関係 
近世までは純農村であった北郊地域は、明治期後期か
ら急速に都市化を迎えた。他の東京郊外の都市化とは大
きな違いは、都市化が「軍都」の枠組みの中で起こった
ことである。特に爆発の恐れを伴うもの、化学製品を扱
うものなど、住宅地とは相反する軍事施設が集積してい
った。このような矛盾を抱えた地域が、近代においてど
のように軍事空間と庶民空間の関係をつくりながら都市
へと発展した過程を、上記の 3 点から考察する。 
 
２．研究方法 
まず「北区史通史編」等を用い、北郊地域の形成過程
を描き出す。次に 1 万分の１の 4 時代の地図（明治 13
年「迅速測図」、明治 39 年・昭和 12 年「東京近傍図」、
昭和 20 年「戦災復興院図」）を重ねながら、各軍事施
設の設立、拡張の様子を追い、その「立地」と「既存要
素との関係」を考察する。各軍事施設については、取得
することの出来た最大の縮尺の地形図や図面を用いた図
化と現地調査により、地形の利用法と建築配置から設計
上の意図を考察する。またヒアリングや郷土誌資料等を
用いながら、地域と軍事施設との関係の考察を試みた。
なお、本研究対象地域は図１の範囲であり、北郊地域と
呼ぶ。本稿で用いる近代は、明治から終戦以前を指す。 
 
 
図１ 研究対象地域 
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３．論文概要 
・第１章 近代までの北郊地域成立史 
（自然条件／地形の成り立ち／集落の成立史） 
・第２章 北郊地域の都市化 
（軍事施設の進出／工業地域の成立／都市基盤の整備／
宅地化と都市化） 
・第３章 北郊地域の軍事施設 
（北郊地域に集積した軍事施設とその理由／各軍事施設
の立地と周辺地域） 
・第４章 軍事都市の中の庶民空間 
（土地区画整理と同潤会住宅／商店街／遊興地） 
・第５章 敗戦とその後 
（敗戦後の北郊地域） 
・結章 
第１章では、北郊地域の自然条件と古代から近世まで
の地域形成の経緯を記述した。南北に走る崖線により台
地部と低地部とに明確に二分される地形構造と石神井川
や荒川といった水系により、多様な空間を有する地域で
ある。またその恵まれた自然環境の元、古代から継続し
て人が生活を営み続け、8 世紀には地方政治機能の中心
として、中世には要塞の要として、時代ごとに重要な位
置づけがなされてきた。近世には江戸中心からの程よい
距離の地理関係と恵まれた自然環境により、行楽地とも
化した。このように、北郊地域はその地理的、自然的特
性を活かしながら、時代ごとに様々な役割を担ってきた。 
 
第２章では、近代以降の都市化の経緯を記述した。北
郊地域は大まかに、「軍事施設の進出」→「都市基盤の
整備」→「住宅地化」という流れを経ながら、農村から
都市へと変化していった。東京西部の郊外地域の多くが、
民間の鉄道会社の路線敷設を起爆剤に住宅開発されたこ
とと比べても、特殊な都市化であることがわかる。また
工業地化という面でも他地域とは大きく異なった。低地
部の荒川周辺に民間工場が集積した点は東京東部の工業
化と同様ではあるが、台地部まで軍事造兵系の工場で埋
められていく様子は、工業地帯のなかでもやはり特殊で
あるといえる。そういった特殊な変化の中で、北郊地域
は着実に人口を増やし都市となる過程が明らかになった。 
 
 
図２ 北郊地域の人口の推移 
第３章では、軍事施設が北郊地域に集積した要因と、
各施設の立地から都市空間における位置づけを考察した。
軍事施設が集積した理由としては、一般的に指摘される
「首都中心からの距離」、「高度利用可能な水系」、「高
燥地帯」、「人家の稀な広大な用地」、「交通の利便性」
などに加え、「北関東との繋がり」が重要であることが
明らかになった。また各軍事施設の立地を見ていくと、
それぞれの機能を踏まえながら様々な敷地形態や配置計
画が存在することがわかった。この多様な立地の仕方は、
軍事施設が主に台地に建設されていったことが要因とし
てあげられる。地形のない低地部に建設される工場とこ
となり、台地部には微少なものからダイナミックなもの
まで様々な地形が存在し、またその地形に影響される形
で、農道や街道、集落など既存要素が存在する。そうい
った要素を、活かし存在感を示すものもあれば、全く無
視して新しい秩序を生み出すものもあり、単に「軍事施
設」といえども、その計画法や地域に与える影響はそれ
ぞれ全く異なるものであることがわかった。またその違
いによって、周辺地域との関係の持ち方も様々であるこ
とが明らかになった。 
 
図３ 北郊地域に集積した軍事施設（終戦時） 
 
 
図４ 微高地に立地し権威を示す銃砲製造所本部 
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第４章では「軍都」としての枠組みが早期に完成され
た北郊地域において、住宅地、商店街、遊興地など都市
の庶民空間について考察した。北郊地域の庶民空間は、
軍事施設、都市基盤整備が直接的要因となって発展して
きたと、一般的には説明される。当然それらは重要な要
因ではあるが、もう一方で「住民が地元の発展を願って
作り上げた空間」や、「近世から継承された北郊地域の
要素を成熟させた空間」もいたる所で存在することがわ
かった。また庶民空間の「裏」である遊興地も様々な形
で展開され、都市空間に奥行を与えていた。地元住民は、
軍都の枠組みを受け入れつつ、独自の生活環境を力強く
創造していったことが明らかになった。 
 
 
図５ 既存農道を活かした同潤会赤羽住宅地の配置計画 
 
第５章では、戦後の北郊地域の軍事空間と庶民空間の
敗戦後の動向を記述した。敗戦後、軍事施設は米軍の接
収を経て、教育施設、公共施設等に生まれ変わった。ま
た商店街が急速に復興、賑わいを取り戻していく。これ
は、昭和初期の商店街としての蓄積があったからである。
戦後も、明治期の軍事施設進出から始まる近代の都市骨
格を受け継ぎつつ、徐々に「軍」ではなく「民」のため
の都市を作り上げていったのである。。 
 
 
図６ 戦後に住民へ開放された旧第一陸軍造兵廠本部 
 
４．結論 
本研究により、北郊地域が農村から都市へ変貌してい
く過程は、東京の他の郊外地域と比べても非常に特殊な
都市化であったことが明らかになった。北郊地域におい
ては、「都市化の主体は軍にあった」とは一概には言え
ない。すなわち、「町制の開始など、都市としての枠組
みが、軍ではなく地元自治体の要望により作られたこ
と」や、「民間工場誘致や土地区画整理・同潤会誘致な
ど、地元の発展を願った住民たちの努力があったこと」
などのエピソードには、住民にその主体があったといえ
る。つまり「都市化の主体は、軍と民の双方であった」
のである。 
また北郊地域において軍が行った大規模開発は、地域
が近世まで育んできた既存要素を「潰す」あるいは「敷
地内部に取り込む」という形で行われた、いわば地域を
「刷新」する強引な都市開発だった。一方で、庶民空間は、
近世の街道、集落、宿場、行楽地的性格などを受け継ぎ
ながら、それらを成熟させる形で商店街や遊興地が発展
してきた。また、住民が行った開発である土地区画整理
や同潤会などは、既存要素を受け入れながら地域に溶け
込むような計画がなされてきたことがいえる。つまり庶
民が行った都市化は、地域の既存要素を「継承」するも
のだった。 
北郊地域は、軍事都市といわれる。しかしその都市化
の主体は「軍」だけではなく「民」にもあった。そして
都市化に「民」が加わっていたことで、近世までの北郊
地域の歴史性は成熟する形で継承されたのである。 
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